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第1章では, 先ず simplesqueezer型加圧装置によって, ガラス粉末に室温または300oCで65kbarま
での種々の圧力を加える方法について述べている｡ この方法によって, 石英ガラスおよび朝日珪酸ガラスを


























第5章では, 少量の金, 級, または銅などの金属イオンを含む珪酸塩ガラスを, 室温で加圧した後ガラ
スの転移温度近くまで加熱する場合と, 転移温度近くで加熱しながら加圧する場合について, ガラス中か
らこれらの金属コロイドが析出する現象を, ガラスの光吸収スペクトルの変化を測定することによって調










(1) ガラスを室温, または300oCで加圧し, 圧力を取り除いた後になお残存する体積収縮を屈折率変


















(4) 少量の金, 銀, 銅などのイオンを含むガラスにあらかじめ高圧を加え, 圧力を取り去った後にガ
ラスの軟化温度附近まで加熱すると, 加圧を行なわない場合にくらべて, これらの金属コロイドの析出が
促進されることを見出した｡ またその理由は, 加圧によってガラス中に構造欠陥が生じ, これが後の再加
熱の際に結晶核の形成を容易にするためと説明した｡
以上, 要するに, この論文は, 種々の組成のガラス粉末に一定の方法で高圧を与え, ガラス網目の平均
体積収縮, ガラス中の遷移金属イオンおよび着色中心附近の局部的体積収縮, およびガラス中の結晶析出
などにたいする高圧の影響を系統的に明らかにし, ガラスの微細構造の解明に重要な資料を提供したもの
であり, 学術上および工業上寄与するところが少なくない｡
よって, この論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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